
赤ちゃんの名前：

観察者の氏名:

日付: 

観察時に児はどこにいたか

 a. 一人で保育器内やベッド

 b. 通常のケア中 (栄養、おむつ交換など)

 c. 医療的処置中 (チューブ交換、モニター交換など)

 d. より侵襲的な医療的処置中 (ヒールカット、点滴留置など)

 e. 両親と一緒 (抱っこ、ホールディング、カンガルーケア、その他　　

観察開始時：

 a. 生理学的サイン（呼吸数、努力呼吸、皮膚色、その他）

 b. 筋緊張、動きの様子

 c. 覚醒段階（ステート）と変化 

 d. 相互作用（見る、聞く、触られたことに対する反応など）

 e1. ストレスサイン（付録2)

 e2. 自己鎮静行動のサイン（付録1）
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追加で：周囲とのやり取りが可能かどうかのサインも記載してみましょう

観察中：（行動とその変化を各レベルごとに観察してみて下さい）

 a. 生理学的サイン（呼吸数、努力呼吸、皮膚色、その他）

 

 b. 筋緊張、動きの様子

 

 c. 覚醒段階（ステート）と変化 

 d. 相互作用（見る、聞く、触られたことに対する反応など）

 

 e1. ストレスサイン（付録2） 

 e2. 自己鎮静行動のサイン（付録1）

追加で：周囲とのやり取りが可能かどうかのサインも記載してみましょう

 
栄養・哺乳中

 a. 生理学的サイン（呼吸数、努力呼吸、皮膚色、その他）

 

 b. 筋緊張、動きの様子

 

 

 c. 覚醒段階（ステート）と変化 

 d. 相互作用（見る、聞く、触られたことに対する反応など）

 e1. ストレスサイン（付録2） 

 e2. 自己鎮静行動のサイン（付録1）

観察のまとめ：

 強み：

 心配なこと：

 

 両親が最も興味を示しそうな児の行動：

 

 

Close Collaboration 
with Parents
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 c. 覚醒段階（ステート）と変化 

 d. 相互作用（見る、聞く、触られたことに対する反応など）

 e1. ストレスサイン（付録2） 

 e2. 自己鎮静行動のサイン（付録1）
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